
80

富
田
武
教
授
年
譜
及
び
業
績
目
録

年
譜

一
九
四
五
年

九
月
二
四
日
福
島
県
田
村
郡
宮
城
村
生
ま
れ
（
疎
開
先
）

一
九
六
四
年

三
月

私
立
栄
光
学
園
高
等
学
校
卒
業

一
九
六
五
年

四
月

東
京
大
学
教
養
学
部
文
科
一
類
入
学

一
九
七
一
年

三
月

東
京
大
学
法
学
部
第
三
類
（
政
治
コ
ー
ス
）
卒
業

一
九
七
三
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
国
際
関
係
論
修
士
課
程
修
了

一
九
八
一
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
国
際
関
係
論
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

一
九
八
二
年

四
月

立
正
大
学
教
養
部
非
常
勤
講
師
（
政
治
学
）
、
以
降
、
神
奈
川
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
（
比
較
政
治
学
）
、

一
橋
大
学
社
会
学
部
非
常
勤
講
師
（
ロ
シ
ア
社
会
論
）
な
ど
を
歴
任

一
九
八
八
年

四
月

成
蹊
大
学
法
学
部
助
教
授
就
任

一
九
九
一
年

四
月

成
蹊
大
学
法
学
部
教
授
昇
任

一
九
九
二
年

三
～
十
二
月
在
外
研
修
（
日
本
学
術
振
興
会
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
歴
史
研
究
所
）

一
九
九
六
年

四
月

成
蹊
大
学
法
学
部
政
治
学
科
主
任
（
～
一
九
九
八
年
三
月
）

一
九
九
七
年

十
一
月

ロ
シ
ア
史
研
究
会
委
員
長
（
～
一
九
九
九
年
十
月
）

一
九
九
八
年

四
月

成
蹊
大
学
評
議
員
（
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
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一
九
九
九
年

四
月

成
蹊
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
（
～
二
〇
〇
二
年
三
月
）

二
〇
〇
二
年

四
月

成
蹊
大
学
法
学
部
長
・
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
長
（
～
二
〇
〇
四
年
三
月
）

二
〇
〇
四
年

四
月

成
蹊
学
園
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
人
権
委
員
会
委
員
長
、

成
蹊
大
学
公
開
講
座
運
営
委
員
長
（
～
二
〇
〇
八
年
三
月
）

成
蹊
学
園
評
議
員
（
～
二
〇
一
〇
年
三
月
）

財
団
法
人
櫻
田
會
審
査
委
員
会
委
員
（
～
二
〇
一
四
年
三
月
）

二
〇
〇
八
年

四
月

成
蹊
大
学
法
学
会
委
員
長
（
～
二
〇
一
四
年
三
月
）

二
〇
一
〇
年

十
二
月

シ
ベ
リ
ア
抑
留
研
究
会
代
表
世
話
人
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
一
一
年

四
月

成
蹊
大
学
法
学
部
特
別
任
用
教
授
（
～
二
〇
一
四
年
三
月
）

二
〇
一
四
年

四
月

成
蹊
大
学
名
誉
教
授

業
績
目
録

一
学
術
論
文

（
１
）
「
穀
物
調
達
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
―
一
九
三
三
年
初
頭
の
政
策
転
換
に
関
す
る
一
考
察
―
」
『
歴
史
学
研
究
』
第
五
〇
五
号
（
一
九
八
二
年
六
月
）

（
２
）
「
穀
物
義
務
納
入
制
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
―
飢
饉
か
ら
配
給
制
廃
止
ま
で
―
」
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
治
秩
序
の
形
成
過
程
―
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一

九
三
〇
年
代
へ
―
』（
溪
内
謙
編
著
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
三
月
）

（
３
）
「
大
テ
ロ
ル
前
夜
の
政
治
状
況
―
ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
の
制
定
過
程
―
」
『
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
国
家
と
社
会
』
（
溪
内
謙
・
荒
田
洋
編
、
木
鐸

社
、
一
九
八
四
年
九
月
）
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（
４
）
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
再
考
―
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
改
革
と
ソ
連
社
会
―
」『
思
想
』
第
七
四
九
号
（
一
九
八
六
年
十
一
月
）

（
５
）
「
М
Т
С
政
治
部
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
―
労
働
規
律
問
題
を
中
心
に
―
」『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
第
三
五
号
（
一
九
八
八
年
三
月
）

（
６
）
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
背
景
―
停
滞
（
ザ
ス
ト
イ
）
の
実
態
と
改
革
の
歴
史
的
位
置
―
」
『
社
会
主
義
と
現
代
世
界
』
３
（
菊
地
昌
典
編
、

山
川
出
版
社
、
一
九
八
九
年
十
一
月
）

（
７
）
「
ソ
連
の
ス
ペ
イ
ン
連
帯
運
動
と
外
交
政
策
―
世
論
動
員
の
視
点
か
ら
―
」
『
ス
ペ
イ
ン
内
戦
と
国
際
政
治
』
（
ス
ペ
イ
ン
史
学
会
編
、
彩
流

社
、
一
九
九
〇
年
一
月
）

（
８
）
「
見
直
さ
れ
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
」『
危
機
の
∧
社
会
主
義
∨
ソ
連
』（
原
暉
之
・
藤
本
和
貴
夫
編
、
社
会
評
論
社
、
一
九
九
一
年
一
月
）

（
９
）
「
社
会
主
義
の
刷
新
と
は
何
か
―
ぺ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
中
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
―
」『
成
蹊
法
学
』
第
三
三
号
（
一
九
九
一
年
五
月
）

（

10）
「
ロ
シ
ア
政
治
へ
の
視
角
」『
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
』
第
一
号
（
一
九
九
三
年
十
月
）

（

11）
「
三
〇
年
代
の
ソ
連
」『
ス
ラ
ブ
の
歴
史
（
講
座
ス
ラ
ブ
の
世
界
③
）』（
弘
文
堂
、
一
九
九
五
年
七
月
）

（

12）
「『
裏
切
ら
れ
た
革
命
』
と
三
〇
年
代
ソ
連
社
会
―
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
洞
察
と
そ
の
限
界
―
」『
思
想
』
第
八
六
二
号
（
一
九
九
六
年
四
月
）

（

13）
「
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
の
謎
―
一
九
三
二
～
一
九
三
四
年
―
」『
成
蹊
法
学
』
第
四
五
号
（
一
九
九
七
年
三
月
）

（

14）
「
中
国
国
民
革
命
と
モ
ス
ク
ワ

一
九
二
四
～
二
七
年
―
ロ
シ
ア
公
文
書
館
史
料
を
手
が
か
り
に
―
」
『
成
蹊
法
学
』
第
四
九
号
（
一
九
九

九
年
五
月
）

（

15）
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
対
日
政
策
―
一
九
三
〇
年
代
、
新
史
料
か
ら
―
」『
二
十
世
紀
世
界
の
誕
生
―
両
大
戦
間
の
巨
人
た
ち
―
』（
下
斗
米
伸
夫
・

五
百
旗
頭
真
編
、
情
報
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
）

（

16）
「
戦
間
期
の
ロ
シ
ア
内
戦
像
―
ス
タ
ー
リ
ン
化
と
そ
の
矛
盾
―
」『
年
報
政
治
学
二
〇
〇
〇
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）

（

17）
「
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
愛
国
主
義
」
の
起
源
―
一
九
三
〇
年
代
政
治
史
の
一
断
面
―
」
『
両
大
戦
間
期
ロ
シ
ア
の
政
治
と
文
化
の
歴
史
的
考
察
』

（
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
成
果
報
告
書
代
表
者
磯
谷
孝
二
〇
〇
一
年
三
月
）

（

18）
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
共
産
党
―
旧
ソ
連
ア
ル
ヒ
ー
フ
資
料
か
ら
―
」『
歴
史
評
論
』
第
六
二
七
号
（
二
〇
〇
二
年
七
月
）
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7



80

（
19）

「
後
藤
新
平
訪
ソ
と
漁
業
協
約
交
渉
―
日
ロ
史
料
の
比
較
検
討
か
ら
」『
成
蹊
法
学
』
第
六
一
号
（
二
〇
〇
五
年
五
月
）

（
20）

「
一
九
二
九
年
の
日
ソ
漁
業
交
渉
―
協
約
締
結
後
の
紛
争
と
国
内
要
因
」『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
七
七
号
（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）

（

21）
「
後
藤
新
平
と
日
露
協
会
一
九
二
〇
―
二
九
年
」『
環
』
第
三
〇
号
（
二
〇
〇
七
年
S
u
m
m
er）

（

22）
「
満
州
事
変
前
後
の
日
ソ
漁
業
交
渉
国
家
統
制
下
の
漁
区
安
定
化
へ
」『
歴
史
学
研
究
』
第
八
三
四
号
（
二
〇
〇
七
年
十
一
月
）

（

23）
「
荒
木
貞
夫
の
ソ
連
観
と
ソ
連
の
対
日
政
策
」『
成
蹊
法
学
』
第
六
三
号
（
二
〇
〇
八
年
五
月
）

（

24）
「
ソ
連
の
対
日
諜
報
活
動

：

ゾ
ル
ゲ
工
作
以
前
」『
軍
事
史
学
』
第
四
四
巻
第
三
号
（
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）

（

25）
「『
露
亜
時
報
』
に
見
る
ハ
ル
ビ
ン
」『
C
e
B
ep（
セ
ー
ヴ
ェ
ル
）』
第
二
五
号
（
二
〇
〇
九
年
二
月
）

（

26）
「
帝
国
主
義
と
国
際
主
義

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
初
期
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
連
帯
の
可
能
性
」
『
季
刊

現
代
の
理
論
』
第
二
五
号
（
二
〇
一
〇

年
秋
）

（

27）
・V
to
ra
ia
m
iro
v
a
ia
v
o
in
a
i
Ia
p
o
n
iia
:
P
u
t・
k
A
zia
tsk
o
-T
ik
h
o
o
k
ea
n
sk
o
i
v
o
in
e
i
ee
za
v
ersh
a
iu
sh
ch
ii
eta
p
・,

P
a
rtitu

ra

V
toroi

m
irov

oi:
G
roza

n
a
V
o
stok

e.
M
o
sk
v
a
,
2010.

（

28）
「
第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本
―
開
戦
・
終
戦
過
程
の
研
究
史
的
概
観
」
『
成
蹊
法
学
』
第
七
三
号
（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）
（

27の
邦
語
・
補

正
版
）

（

29）
「
ソ
連
諜
報
機
関
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
『
ア
ベ
』
の
謎
」『
歴
史
読
本
』
二
〇
一
一
年
九
月
（
関
東
軍
全
史
満
洲
事
変
八
〇
年
）

（

30）
A
rk
h
iv
n
y
e
d
o
k
u
m
en
ty
o
ia
p
o
n
sk
ik
h
v
o
en
n
o
p
len
n
y
k
h
v
S
o
v
etsk
o
m
S
o
iu
ze,
1945-1956

g
g
.
S
ib
irsk

a
ia

ssy
lk
a
.
S
b
orn

ik

n
a
u
ch

n
y
k
h
sta

tei.
V
y
p
u
sk
6（
1
8）.
Irk
u
tsk
,
2011.（

二
―
７
の
露
訳
）

（

31）
「
日
米
ソ
公
文
書
に
見
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
―
研
究
の
現
状
と
課
題
」『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
九
〇
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）（
二
―
７
の
邦
語
・

補
正
版
）

（

32）
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
法
的
・
道
義
的
責
任
―
国
際
法
と
人
道
の
視
点
か
ら
―
」
『
季
刊

戦
争
責
任
研
究
』
第
七
八
号
（
二
〇
一
二
年
冬
季

号
）
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（
33）

「
新
聞
報
道
に
見
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
―
米
ソ
協
調
か
ら
冷
戦
へ

一
九
四
五
―
一
九
五
〇
年
」
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
』
第
四
八
号
（
二
〇
一

三
年
五
月
）

二
学
会
報
告

（
１
）
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
政
治
学
」（
一
九
八
六
年
二
月
ロ
シ
ア
史
研
究
会
創
立
三
〇
周
年
記
念
集
会
で
報
告
）

（
２
）
C
o
m
in
tern

R
eco
n
sid
ered

u
n
d
er
P
erestro

ik
a（
IV
W
o
rld
C
o
n
g
ress

fo
r
S
o
v
iet
a
n
d
E
a
st
E
u
ro
p
ea
n
S
tu
d
ies,
J
u
ly
1990,

H
a
rro
g
a
te,
E
n
g
la
n
d
）

（
３
）
「
政
治
学
者
の
見
た
党
政
治
局
議
事
録
（
一
九
三
二
―
三
八
）
」
（
一
九
九
三
年
一
月
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
冬
期
研
究
集
会
で
報
告
、
の
ち

『
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
シ
リ
ー
ズ
』
第
四
五
号
に
掲
載
）

（
４
）
S
ta
lin
,
P
o
litb
u
ro
a
n
d
Its
C
o
m
m
issio

n
s
in
th
e
S
o
v
iet
D
ecisio

n
-m
a
k
in
g
P
ro
cess

in
th
e
1930s（

一
九
九
四
年
七
月
ス
ラ
ブ

研
究
セ
ン
タ
ー
夏
期
研
究
集
会
で
報
告
、
の
ち

E
m
p
ire

a
n
d
S
ociety

:
N
ew

A
p
p
roa

ch
es

to
R
u
ssia

n
H
istory

,
S
R
C
,
1997

所
収
）

（
５
）
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
」（
二
〇
〇
一
年
六
月
、
日
本
ロ
シ
ア
・
東
欧
研
究
連
絡
協
議
会
主
催
「
市
民
学
会
ロ
シ
ア
と
日
本
」）

（
６
）
「
レ
ー
ニ
ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
テ
ロ
ル
」（
日
本
学
術
振
興
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
領
域
Ⅱ
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
研
究
の
展
開
」、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
旧
ソ
連
・
東
欧
に
お
け
る
大
量
弾
圧

：

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
か
？
」
二
〇
〇
四
年
十
一
月
）

（
７
）
A
rch
iv
a
l
D
o
cu
m
en
ts
o
n
th
e
J
a
p
a
n
ese
P
O
W
s
in
th
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1945-1956.（

二
〇
一
一
年
七
月
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー

夏
期
研
究
集
会
で
報
告
）

（
８
）
「
一
九
二
〇
年
代
の
日
ソ
関
係
」
／
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
実
態
と
帰
国
後
の
運
動
」
〈
日
露
歴
史
対
話
〉
淡
路
島
会
議
報
告
、
二
〇
一
三
年

十
月

富田 武教授年譜及び業績目録

9



80

三
単
行
本
、
編
著
書

（
１
）
『
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
統
治
構
造
―
一
九
三
〇
年
代
ソ
連
の
政
策
決
定
と
国
民
統
合
―
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
十
二
月

（
２
）
（
P
o
d
red
a
k
tsiei

B
o
rd
iu
g
o
v
a
G
.,
Ish
ii
N
.,
T
o
m
ita
T
.）
N
ov
y
i
m
ir
istorii

R
ossii:

foru
m
ia
p
on
sk
ik
h
i
rossiisk

ik
h

issled
ov
a
telei,

M
o
sk
v
a
,
A
IR
O
-X
X
,
2001.

（
３
）
（
P
o
d
red
.
A
d
ib
ek
o
v
a
G
.M
.
,V
a
d
a
K
h
.,
G
eo
rg
iev
a
Iu
.V
.,
T
o
m
ita
T
.
i
d
r.）
V
K
P（
b
）,
K
om
in
tern

i
Ia
p
on
iia
1917-1941.

M
o
sk
v
a
,
2001.

（
４
）
富
田
武
・
李
静
和
編
『
家
族
の
変
容
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

少
子
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
』
（
成
蹊
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー

叢
書
）、
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年

（
５
）
『
戦
間
期
の
日
ソ
関
係
一
九
一
七
―
一
九
三
七
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
一
月

（
６
）
編
著
『
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
第
二
収
容
所

日
ソ
の
証
言
が
語
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
実
像
』
東
洋
書
店
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第

一
七
八
号
）、
二
〇
一
二
年
十
月

（
７
）
『
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
た
ち
の
戦
後
冷
戦
下
の
世
論
と
運
動
一
九
四
五
―
一
九
五
六
年
』
人
文
書
院
、
二
〇
一
三
年

（
８
）
編
著
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
実
態
解
明
へ
―
求
め
ら
れ
る
国
際
交
流
と
官
民
協
力
」
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
』
（
成
蹊
大
学
）
第
三
九
号
、
二

〇
一
四
年

（
９
）
富
田
武
・
和
田
春
樹
編
訳
『
資
料
集
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
共
産
党
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年

四
翻
訳

（
１
）
Ｆ
・
フ
ェ
ヘ
ー
ル
ほ
か
『
欲
求
に
対
す
る
独
裁
―
「
現
存
社
会
主
義
」
の
原
理
的
批
判
―
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
十
一
月

（
２
）
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ス
ペ
イ
ン
内
戦
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
十
月
（
の
ち
岩
波
モ
ダ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
〇

年
十
月
）

成蹊法学80号
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（
３
）
監
訳

：

Ｒ
・
Ｗ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
歴
史
像
の
転
換
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
五
月

（
４
）
Ｏ
・
Ｖ
・
フ
レ
ヴ
ニ
ュ
ー
ク
『
ス
タ
ー
リ
ン
の
大
テ
ロ
ル
―
恐
怖
政
治
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
抵
抗
の
諸
相
―
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
三

月

五
そ
の
他

（
１
）
書
評
論
文
「
歴
史
と
し
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
」
（
Ａ
・
ア
ゴ
ス
テ
ィ
、
Ｉ
・
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
、
Ｅ
・
ダ
ン
コ
ー
ス
、
塩
川
伸
明
の
著
作
）

『
週
刊
読
書
人
』
一
九
八
五
年
七
月
二
二
日

（
２
）
「
社
会
民
主
主
義
か
、
脱
社
会
主
義
か
ソ
連
共
産
党
新
綱
領
に
み
る
『
体
制
の
選
択
』」『
世
界
週
報
』
一
九
九
一
年
八
月
二
〇
／
二
七
日

（
３
）
「
市
場
・
人
権
な
き
国
家
社
会
主
義
は
終
っ
た

ソ
連
型
共
産
党
支
配
の
七
〇
余
年
を
振
り
返
る
」
『
世
界
週
報
』
一
九
九
一
年
九
月
二
四

日

（
４
）
「
進
ま
ぬ
日
露
の
相
互
理
解
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
二
年
九
月
一
六
日

（
５
）
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
史
料
公
開
を
見
る
」『
新
聞
研
究
』
第
四
九
四
号
（
一
九
九
二
年
九
月
）

（
６
）
「
モ
ス
ク
ワ
・
ア
ル
ヒ
ー
フ
事
情
」『
窓
』（
ナ
ウ
カ
社
）
第
九
二
号
（
一
九
九
五
年
三
月
）

（
７
）
書
評

：

Ｒ
・
Ｗ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
『
現
代
ロ
シ
ア
の
歴
史
論
争
』『
図
書
新
聞
』
一
九
九
八
年
八
月
一
五
日

（
８
）
「
社
会
主
義
」
樺
山
紘
一
編
『
新
・
社
会
人
の
基
礎
知
識
一
〇
一
』
新
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
四
月

（
９
）
「
戦
前
の
日
本
共
産
党
文
書
が
公
刊
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
六
月
二
二
日

（

10）
「
こ
の
一
冊

：

溪
内
謙
『
現
代
社
会
主
義
の
省
察
』」『
季
刊
現
代
の
理
論
』
第
二
号
（
〇
五
新
春
）

（

11）
「
モ
ス
ク
ワ
の
日
ソ
国
交
交
渉
」
（
野
口
通
訳
メ
モ
解
説
）
『
政
治
記
者
Ｏ
Ｂ
会
報
』
第
九
〇
号
（
二
〇
〇
五
年
三
月
一
五
日
）
の
ち
『
月
刊

自
由
民
主
』
二
〇
〇
五
年
七
月
に
転
載

（

12）
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
日
本
の
左
翼
知
識
人

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
秘
密
報
告
五
〇
年
に
よ
せ
て
」
『
季
刊

現
代
の
理
論
』
第
九
号
（
〇
六
秋
）

富田 武教授年譜及び業績目録
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（
13）

「
こ
の
一
冊

：

小
林
多
喜
二
『
蟹
工
船
』」『
季
刊
現
代
の
理
論
』
第
一
七
号
（
〇
八
秋
）

（
14）

「
大
学
闘
争
四
〇
年
に
想
う
一
当
事
者
の
社
会
運
動
史
的
総
括
」『
季
刊
現
代
の
理
論
』
第
一
八
号
（
〇
九
新
春
）

（

15）
T
.
T
o
m
ita
,
F
a
l・sifitsiro

v
a
n
n
y
i
d
o
k
u
m
en
t
o
p
o
litik
e
ia
p
o
n
sk
o
g
o
im
p
eria
lizm
a（
M
em
o
ra
n
d
u
m
T
a
n
a
k
a
）,

V
op

rosy

istorii,
N
o
.3,
2010（「

編
集
部
へ
の
手
紙
」
欄
へ
の
投
稿
）

（

16）
講
義
ノ
ー
ト
「
『
政
治
体
制
と
そ
の
変
動
』
概
説
―
歴
史
政
治
学
へ
の
さ
さ
や
か
な
試
み
」
『
成
蹊
法
学
』
第
七
四
号
（
二
〇
一
一
年
六
月
）

（

17）
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
問
題
究
明
は
ど
こ
ま
で
―
特
別
措
置
法
を
契
機
に
さ
ら
に
資
料
発
掘
・
研
究
が
必
要
」
『
季
刊

現
代
の
理
論
』
第
二
九

号
（
一
一
秋
）

（

18）
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
重
要
論
点
―
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か
、
ソ
連
は
何
を
得
た
の
か
―
」
『
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
支
援
・
記
録
セ
ン
タ
ー
通
信
』

N
o
.1（
二
〇
一
二
年
一
月
）（
二
〇
一
一
年
十
二
月
〈
日
露
歴
史
対
話
〉
モ
ス
ク
ワ
会
議
に
お
け
る
英
文
ペ
ー
パ
ー
を
改
稿
し
た
も
の
）

（

19）
「
日
露
・
日
ソ
関
係
史
」『
ロ
シ
ア
史
研
究
案
内
』（
ロ
シ
ア
史
研
究
会
編
、
彩
流
社
、
二
〇
一
二
年
）

（

20）
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
問
題
入
門
―
何
か
ら
学
ん
だ
ら
よ
い
か
」
『
モ
ス
ク
ワ
で
日
露
関
係
を
学
ぶ

川
西
・
モ
ス
ク
ワ
ゼ
ミ
三
ヶ
月
の
記
録
』

（
川
西
重
忠
編
著
、
桜
美
林
大
学
北
東
ア
ジ
ア
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）

（

21）
「
ロ
シ
ア
公
文
書
の
開
示
と
利
用
の
現
状
」『
京
都
大
学
大
学
文
書
館
だ
よ
り
』
第
二
五
号
（
二
〇
一
三
年
十
月
）
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